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要旨

男女共同参画社会を実現するために既婚女性の労働力率を決定する要因を探ることは不可欠である. 本研究の目的

は都道府県に関するデータを用いて計量経済分析を行うことにある. 特定な地域の労働力率は, 当該地域の社会経済

的な特性ばかりでなく, 周辺地域の労働力率や社会経済的な特性によっても影響を受ける可能性があるという知見は,

示唆に富み, 有用であると考えられる.
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